平成29年10月10日
会員各位
日本東洋医学会　　国際委員会　小川恵子

全日本鍼灸学会　　国際部　　　若山育郎
日本伝統鍼灸学会　国際部　　　中田健吾
海外の研修生受け入れについてのアンケートご協力のお願い
　　拝啓
　　　秋冷の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は私ども学会の活動にご理解とご協力を賜
り誠にありがとうございます。
さて、近年日本伝統医学の国際化に伴い、海外から日本で日本伝統医学の臨床を学びたいという医師、鍼灸師などからの問い合わせが増えています。
世界的には中医学を中心とした流れの中で、日本伝統医学すなわち湯液、鍼灸、あるいはあんまマッサージ指圧を、多くの外国人に正しく理解してもらうことの重要性は論を俟たないものです。漢方医学に関連する学会として、こうした海外からの研修ニーズに対応するため、各学会会員内の「外国人向け研修についての実態と意向」を調査し、今後の活動のための資料といたしたく思います。
そこで、日本東洋医学会、全日本鍼灸学会、日本伝統鍼灸学会の国際関連の委員会では、受け入れが可能な施設を把握するために共同でアンケートを行うことにいたしました。
つきましては、ご多忙の折、恐縮ではございますが、別紙のアンケート回答用紙にご記入の上、　11月10日（金）までに、FAXにてご返信、あるいは各学会ホームページよりアンケート回答用紙（MS word）をダウンロードの上メール添付にて返信いただきますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
なお、調査結果と今後の活動につきましては、その概要を後日各学会のホームページ上に掲載する予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
＜問合せ先＞　　
公益社団法人　全日本鍼灸学会　　
国際部　若山育郎　　
E-mail: kokusai@jsam.jp　 　
URL: http://www.jsam.jp/index.php　　
送信先　全日本鍼灸学会国際部（関西医療大学内）　御中　FAX　072-453-0276, E-mail:kokusai@jsam.jp
送信元　施設名　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　
　　　　施設長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　
　　　　担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　e-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Q1:　外国人の研修を受け入れるご意向はありますか？
　・ 有り　　　・ 無し
（今後受け入れるご意向があれば有りに○をお願いします。）
　　
【有りの場合（いずれかに○をお願いします）】　・ 検討中／・ 研修を受け入れ予定もしくは実績がある。

受け入れ可能人数
内容（国名、日数など）
貴施設で可能な研修内容（外来陪席、入院患者併診、実技指導、その他の研修など）
　
費用
受け入れ期間（数時間/日、日数、相手の希望との相談など）
修了証発行の有無
その他
以降の質問は、Q1で「有り」を選んだ方のみご回答下さい。

Q2:　 貴施設で行える研修は、漢方、鍼灸、あんま・マッサージ・指圧の研修のいずれか一つ、または、複数ですか？
Q3:　受け入れ課題、クリアすべき問題はありますか？優先順位の高い順にお書きください。
Q4:　貴施設の中で、外国人におすすめの研修内容／施設・場所　等がございましたらお書きください。
Q5:　対応できる言語をお書きください。
ご協力ありがとうございました。
